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行
政
・
人
権
相
談

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
行
政
に
対
す
る
意
見
や
要

望
、
ま
た
日
ご
ろ
生
活
す
る

上
で
の
困
り
事
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
内
容
の
相
談
を
受
け

る
た
め
の
行
政
相
談
と
人
権

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
月
の
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

■
二
月
十
三
日
（
火
）

■
午
前
十
時
〜
午
後
三
時

■
鶴
田
町
国
際
交
流
会
館

一
階

１
０
２
会
議
室

育
委
員
会
で
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
必
要
書
類

最
終
卒
業
学
校
長
の
推
薦
書
、
在

学
証
明
書

◆
募
集
期
限

平
成
十
九
年
三
月
末
日

◆
決
定
通
知

平
成
十
九
年
四
月
上
旬

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

教
育
委
員
会

学
務
係
（
内
線
２

１
４
）

放
送
大
学
で
は
平
成
十
九
年
度
第

一
学
期
（
四
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
、

生
涯
学
習
や
退
職
後
の
生
き
が
い
作
り

と
し
て
、
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

藺
十
五
歳
以
上
の
方
な
ら
、
一
科
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

藺
十
八
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

持
ち
の
方
な
ら
、
無
試
験
で
全
科
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
四
年
以
上

在
学
し
て
、
百
二
十
四
単
位
を
取
得

し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
を

取
得
で
き
ま
す
。

町
で
は
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
、
月

の
中
旬
に
発
行
し
て
い
る
広
報
つ
る
た

に
有
料
広
告
の
掲
載
を
始
め
ま
す
。
毎

月
の
発
行
部
数
は
約
五
千
部
と
な
っ
て

お
り
、
全
町
に
配
布
さ
れ
多
く
の
町
民

の
方
が
目
に
し
ま
す
。
広
告
を
掲
載
し

た
い
企
業
、
団
体
は
、
役
場
企
画
課
に

申
請
書
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
広
告
の
規
格
・
掲
載
料

広
告
は
広
報
紙
中
面
の
下
部
に
掲

載
し
ま
す
。

・
広
告
１
号

一
万
円

（
縦
４
５
㎜
×
横
８
５
㎜
）

・
広
告
２
号

二
万
円

（
縦
４
５
㎜
×
横
１
８
０
㎜
）

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
同

二
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方①
鶴
田
町
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

②
鶴
田
町
出
身
の
方

③
鶴
田
町
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

◆
会
費

三
千
円

◆
内
容

式
典
、
記
念
講
演
、
懇
親
会

◆
申
込
期
限
・
申
込
先

一
月
二
十
六
日
（
金
）
ま
で
に
公

民
館
（
蕁
２
２
―
２
８
１
８
）
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
開
催
に
先
立
ち
、
対
象
者
に
よ
る
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
皆
さ
ま
方
の

ご
意
向
を
反
映
し
た
式
典
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
実
行
委
員
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

町
で
は
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
鶴

田
町
民
の
お
子
さ
ん
が
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
な
ど

に
進
学
す
る
と
き
、
希
望
す
る
方
に
奨

学
金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
の
新
規
奨
学

生
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
の

で
、
貸
与
を
希
望
す
る
方
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
奨
学
金
の
貸
与
に
は
同
居

し
て
い
る
方
の
所
得
制
限
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
必
要
書
類
は
教

◆
申
し
込
み
期
限

平
成
十
九
年
二
月
末
ま
で

（
平
成
十
九
年
四
月
号
掲
載
分
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課

広
報
国
際
係
（
内
線
２

６
４
）

町
で
は
、
人
生
の
大
き
な
節
目
で
あ

る
六
十
歳
を
迎
え
る
方
々
を
対
象
に
、

実
年
式
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
日
時平

成
十
八
年
二
月
十
一
日
（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
〜

◆
会
場国

際
交
流
会
館
ホ
ー
ル

◆
対
象
者

公

民

館

六
十
歳
の
節
目

実
年
式
を
開
催
し
ま
す

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

平
成
十
九
年
度

四
月
入
学
生
募
集

企

画

課

広
報
つ
る
た
に
有
料
広

告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

教
育
委
員
会

鶴
田
町
奨
学
生
を

募

集

し

ま

す

雪おろしでは電線
に注意しましょう

雪下ろしで電気の引込
線を切ったなどの事故が
時々起きております。十
分にご注意くださるよう
お願いします。
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夕
ぐ
れ
窓
口

二
月
の
夕
ぐ
れ
窓
口
を
次

の
と
お
り
町
民
課
窓
口
で
開

設
し
ま
す
。

■
二
月
二
日
（
金
）、
十
六
日

（
金
）

■
午
後
五
時
十
五
分
〜
六
時

十
五
分

閉
庁
後
に
戸
籍
抄
本
・
謄

本
（
午
後
五
時
ま
で
に
電
話

で
の
申
し
込
み
が
必
要
）
や

印
鑑
証
明
書
、
住
民
票
が
必

要
な
方
、
町
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
の
あ
る
方
は
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

教
育
相
談
電
話

子
ど
も
の
悩
み
や
心
配
事

の
相
談
を
電
話
で
受
け
て
い

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□
教
育
委
員
会

蕁
２
２
―
２
１
１
１

内
線
２
１
０
・
２
５
０

□
公
民
館

蕁
２
２
―
６
０
１
７

■
月
〜
金
曜
日

午
前
八
時

三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
祭

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

料を頂きます。その後、希
望する指定医療機関に連絡
して、健診日を決めてくだ
さい。

【指定医療機関】
今岡医院・瓜田医院・カククリニッ
ク・鶴田町立中央病院（※胃・大腸がん検
診は鶴田町立中央病院のみ）

飛鶴会は精神障害者を持つ家族の会
で、毎月集まっていろいろな悩みを語
り合っています。同じ悩みを持つ家族
だからこそ、何でも率直に話せて心が
安らぎます。
一人で悩まずに、まずは気軽に声を
掛けてみてください。
【連絡先】
飛鶴会会長　渋谷ツヤ（蕁22-6588）
保健福祉課　保健師（内線137）

そ
二
年
間

◆
仕
事ア

ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答
（
年

三
回
程
度
）

◆
応
募
方
法

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
は
が
き

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
事
項

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、
職

業
、
電
話
番
号
、
希
望
理
由
、
各

種
モ
ニ
タ
ー
の
経
験
、
携
帯
電
話

以
外
の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
あ
る
場
合
）

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
個

人
情
報
に
つ
い
て
は
、
県
政
モ
ニ

タ
ー
に
関
す
る
事
務
以
外
の
目
的

で
は
利
用
し
ま
せ
ん

◆
応
募
締
切
　
　

平
成
十
九
年
一
月
三
十
一
日（
水
）

（
当
日
消
印
有
効
）

◆
結
果
通
知

居
住
地
域
、
年
齢
、
職
業
な
ど
を

勘
案
し
て
決
定
し
、
平
成
十
九
年

三
月
末
ま
で
に
全
員
に
通
知
し
ま

す
。

◆
そ
の
他

一
年
ご
と
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

青
森
県
企
画
政
策
部
　
政
策
調
整

課
　
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ
　
県
政

モ
ニ
タ
ー
係
（
蕁
０
１
７
―
７
３

４
―
９
１
３
８
　
直
通
）
電
子
メ

ー
ル
（koho@

pref.aom
ori.lg.jp

）

藺
体
系
的
に
ひ
と
つ
の
分
野
を
学
べ
る

よ
う
に
大
学
が
指
定
し
た
科
目
群
か

ら
一
定
数
単
位
を
取
得
し
た
方
に
認

証
状
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
さ
ら
に
専
門
的
に
学
び
た
い
方
に

は
、
大
学
院
も
併
設
し
て
い
ま
す
。
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間

平
成
十
八
年
十
二
月
十
五
日
〜
平

成
十
九
年
二
月
十
五
日

◆
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

（
蕁
０
１
７
２
―
３
８
―
０
５
０
０
）

県
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
県

民
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
・
要
望
な
ど
を

お
聞
き
し
、
施
策
の
企
画
・
立
案
の
参

考
に
す
る
た
め
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格

県
内
に
お
住
ま
い
の
満
二
十
歳
以

上
の
方
（
議
員
、
公
務
員
、
行
政

相
談
委
員
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
て
い
る
方
や

務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
方
、

平
成
十
四
年
度
以
降
に
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
経
験
し
た
方
は
除
く
。）

◆
募
集
人
員
　

九
十
人
程
度

◆
期
間平

成
十
九
年
四
月
下
旬
か
ら
お
よ

４か月児健康診査
藺月　日　２月７日（水）
藺受　付　午後１時～１時10分
藺場　所　鶴遊館　　　　　
藺対　象　平成18年９月生まれ
10か月児健康診査
藺月　日　２月７日（水）
藺受　付　午後１時30分～１時40分
藺場　所　鶴遊館　　　　　　
藺対　象　平成18年３月生まれ
※バスタオル・母子手帳を忘れずにお
持ちください。また、風邪などの病気
のあるお子さんは次回の健診を受けら
れますので、事前に保健師まで連絡し
てください。

ＢＣＧ接種には事前の電話申し込み
が必要となります。母子手帳を確認の
上、お申し込みください。（定員に達

乳 幼 児
健康診査

し次第、次回の接種日となります）
藺月　日　２月14日（水）
藺受　付　午後１時～１時30分（要電

話申し込み）
藺場　所　鶴田町立中央病院
藺対　象　生後６か月未満の乳児
※申し込み・問い合わせ先
保健福祉課　衛生係（内線138・139）

藺対　象　40歳以上、または国民健康
保険被保険者で30～39歳の
方（平成18年の総合健診を
受けた方は除く。年齢は平
成19年３月31日時点での年
度内年齢です）

藺期　間　平成19年２月まで
藺内　容　基本健診・胃がん検診（胃部

レントゲン検査）・大腸がん検
診（便潜血検査）

藺申し込み 受診を希望される方は、保　
健福祉課窓口までおいでく
ださい。申し込み時に健診

Ｂ Ｃ Ｇ

青
森
県
企
画
政
策
部
政
策
調
整
課

県
政
モ
ニ
タ
ー
を

募

集

し

ま

す

個別健診のお知らせ
健診料・健診内容など、詳しくは保健福祉課
発行の『健康づくり日程表』をご覧いただくか、
保健福祉課までお問い合わせください。

あなたも『飛鶴会』の
仲間になりませんか


